
番 （ ）

【ルール】

はさみやはりを使います。お家の人と一緒にできる日を選んで、安全に気をつけて取り組みましょう。

★はりを使うときの注意★

・はりを使う前と後で同じ数だけあるか確かめて使いましょう。

・はりを手からはなすときは、はりさしにさしましょう。

家庭科教科書P.20～25 家庭科楽習ノートP.12

レベル１　家庭科楽習ノートP.12①調べよう

（教科書P．21を読んで、さいほう用具の名前について書きこむ）

レベル２　はりに糸を通す練習をする。（教科書P.22・23）

①さいほうセットのなかに、はりが何本あるかたしかめる。

　（短針長針 本 　まち針 本） ※さいほうセットによっては、ミシン用のはりもあります。

②糸を切る。

　（糸をななめに切るとはりあなに通しやすくなる）

③糸の先のほうを持って はりあなに通す。

※教科書P.23右上のQRコードでやり方の動画を見ることができます。

④教科書（P.23真ん中）の写真を見て、はりと糸の持ち方を練習する。

※教科書P.23右上のQRコードで持ち方の動画を見ることができます。

⑤片づけるときは、はりがすべてそろっているかたしかめる。

　（短針長針 本 　まち針 本）

レベル３　玉結び（指に糸をまく方法）の練習をする。（教科書P.22・23）

※教科書P.23右上のQRコードでやり方の動画を見ることができます。

【挑戦】 玉結びの別の方法（針に糸をまく）をやってみる。（教科書P.23）

はりを使う前と後で同じ数だけあるかたしかめる。

※教科書P.23右上のQRコードでやり方の動画を見ることができます。

家庭科チャレンジ～ソーイング①～
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番 （ ）

【ルール】

はさみやはりを使います。お家の人と一緒にできる日を選んで、安全に気をつけて取り組みましょう。

★はりを使うときの注意★

・はりを使う前と後で同じ数だけあるか確かめて使いましょう。

・はりを手からはなすときは、はりさしにさす。

※レベル４からは、布を使います。お家にあるいらない布やもう着ない洋服などを使ってください。

家庭科教科書P.20～25

レベル４　なみぬいの練習をする。（教科書P.24）

①さいほうセットのなかに、はりが何本あるかたしかめる。

　（短針長針 本 　まち針 本）

②はりに糸を通し、糸のはしに玉結びをする。

　（糸の長さは、うでの長さ（50ｃｍ～60ｃｍ）くらい）

③いらない布やフェルトなどにはりをさして、なみぬいでぬう。

※教科書P.25右上のQRコードで手ぬいの仕方の動画を見ることができます。

④片づけるときは、はりがすべてそろっているかたしかめる。

　（短針長針 本 　まち針 本）

レベル５　玉どめの練習をする。（教科書P.22・23）

①さいほうセットのなかに、はりが何本あるかたしかめる。

　（短針長針 本 　まち針 本）

②はりに糸を通し、糸のはしに玉結びをする。

③いらない布やフェルトなどにはりをさして、なみぬいでぬう。

④ぬい終わりにはりをあて、玉どめをする。

※教科書P.23右上のQRコードでやり方の動画を見ることができます。

⑤片づけるときは、はりがすべてそろっているかたしかめる。

　（短針長針 本 　まち針 本）

★レベル５の①②④⑤は、手ぬいの基本的な流れになります。覚えておきましょう。

印

印

家庭科チャレンジ～ソーイング②～
名前

【課題】 お家の人の印


